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学習者数は 385万人余りとなっており、日本語教師数は 7万 7千人を上回っています。2003年の




























































今回のシンポジウムで、before コロナ、with コロナ、post コロナの日本語教育のあり方を、アジ
アにおける協定大学の先生方と共に話し合い、日本語教育の未来を見通すことができればと願っ
ています。 




























 長友 文子（和歌山大学国際連携部門 教授） 
［モデレーター］ 
松下 恵子（和歌山大学国際連携部門 特任助教） 
16:45-17:00 ■ 総括







伊東 祐郎 公立大学法人 国際教養大学 
グローバル・コミュニケーション実践研究科（大学院） 
日本語教育実践領域 教授 
1992 年 4 月から東京外国語大学留学生日本語教育センター勤務。2011 年、同センター










ウタリ ノベラ ビナ ヌサンタラ（ビヌス）大学／インドネシア 
人文学部 日本語学科 講師 
2019 年名古屋大学文学研究科博士後期課程修了。2019 年 5 月、ビヌス大学に赴任。専門は言
語学で、インドネシア語・日本語の副詞に関する対照研究や言語コーパスなどの研究を行っ
ている。また、複数の国際共同研究プログラムを担当している。 




イブラギモヴァ マリカ  国立世界言語大学／ウズベキスタン 
日本語学科 上級教師 
タシケント国立東洋学大学、ウズベキスタン日本人材開発センターなどを経て 2014 年よりウ
ズベキスタン国立世界言語大学日本語学科勤務。2015 年から 2018 年まで東洋講座長、2019
年から 2020 年まで日本語講座長を歴任。通訳･翻訳活動も行っている。
長友 文子 和歌山大学 国際連携部門 副部門長 
日本語教育・国際理解教育担当 教授 




松下 恵子 和歌山大学 国際連携部門 
日本語教育担当 特任助教 






































日時：2021 年 3 月 5 日（金）14：45-16：05 
事例発表１   約 15 分 Case Study 1 : 
ブイ フン ギー リン Bui Phung Nghi Linh 
ホーチミン市師範大学／ベトナム Ho Chi Minh city University, Vietnam 
事例発表２ 約 15 分 Case Study 2 : 
ウタリ ノベラ Utari Novella 
ダニアル アスマラニ Dhaniar Asmarani 
ヘンディ レギナルド チュアチャ ダルマ Hendy Reginald Cuaca Dharma
ダニエル ヘルマワン Daniel Hermawan 
ビナ ヌサンタラ（ビヌス）大学 Bina Nusantara (BINUS) University, Indonesia 
事例発表３   約 15 分 Case Study 3 : 
段 帆  Duan Fan 
鄭州大学／中国 Zhengzhou University, China 
事例発表４ 約 15 分 Case Study 4 : 
イブラギモヴァ マリカ Ibragimova Malika 
ウズベキスタン国立世界言語大学 Uzbek State World Languages University, Uzbekistan 
事例発表５ 約 15 分 Case Study 5 : 
長友 文子 NAGATOMO Ayako 
和歌山大学／日本 Wakayama University, Japan 
事例発表６ 約 05 分 Case Study 6 : 
松下 恵子 MATSUSHITA Keiko 







ブイ フン ギー リン（ホーチミン市師範大学／ベトナム） 
1. 発表の背景・目的
ベトナムにおける新型コロナウイルスの流行により、2020 年 3 月 13 日から、国立ホーチミン
市師範大学日本語学部は、700 人以上の学生のために 12 人の講師が 61 のオンラインクラスを開
講した。二か月の短い時間で開講されたものの、オンラインクラスを使用して日本語の読解・聴
解・会話・作文授業を行うことの利点と問題点を発見しながらいくつかの対策を実施した。さら





































提言』PDF 版, 国際文化フォーラム（TJF）. https://www.tjf.or.jp/meyasu/common_pr/02
meyasu2012_final.pdf（参照 2021-02-10） 
宮原彬（2018）『留学生のための時代を読み解く上級日本語（第 3 版）』スリーエーネットワーク. 













インドネシアは 2020 年 3 月に、ジャカルタで初めてのコロナウイルス感染症が発生した。その
とき以来、ありとあらゆる活動が一時的に中止された。これまでの生活が、できる限りオンライ
ン化され学校現場においても、教師は在宅勤務（WFO / Work From Home）となり、オンライン授
業を始めた。現在には感染者数が減少した地域においては、対面授業を再開する学校が少なくな
いが、ジャカルタ市内にある本大学では、未だオンライン授業を継続している。 
ビヌス大学は 7 つの学部、30 の専攻に分かれている。日本語学科は、文学部である。現在、ビ













































Herreid, C. F., & Schiller, N. A. (2013). Case Studies and the Flipped Classroom. Journal of College Science 
Teaching, Vol. 42, No. 5. 
Karlsson, G., & Janson, S. (2016). The Flipped classroom: a model for active student learning. Sweden: 
Portland Press Limited. 
松浦真理子ほか（2018）『まねして上達！にほんご音読トレーニング』アスク出版. 
Ozdamli, F., & Asiksoy, G. (2016). Flipped classroom approach.World Journal on Educational Technology: 



























































国際交流基金 “2018 年度海外日本語教育機関調査結果（速報値）”, プレスリリース, 公開日時 2
019-10-18, https://www.jpf.go.jp/j/about/press/2019/dl/2019-029-02.pdf（参照 2021-02-10）
修 剛（2008）「中国高等学校日语教育的现状与展望」『日語学習与研究』138(5), pp.1-5. 
修 剛（2011）｢転型期的中国高校日語専業教育的幾点思考｣『日語学習与研究』(4), pp.1-6. 















したが、今は 3 つの大学で日本語・日本文学等の専門教育がおこなわれ、5 つの大学で第 2 外国
語として日本語が教えられています。中等教育では 2 つの高校（タシケント国立東洋学大学付属
リツェー、サマルカンド外国語大学付属リツェー）で日本語教育がおこなわれ、最近はタシケン
トの 2 つの中学校でも導入されています。その他に 2000 年に設立されたウズベキスタン日本セン
ターを始め多くの民間語学センターで誰もが日本語を勉強できます。日本語教育開始直後の 1990
年に日本語学習者数は 15 名以下でしたが、現在は 2800 名ぐらいです。 





生が集まるモスクワ国際学生日本語弁論大会に参加しています。2020 年、第 28 回ウズベキスタ
ン日本語弁論大会が行われましたが、新型コロナウイルスのパンデミックにより中央アジア日本































=Working papers in teaching Japanese as a foreign language』26 号, pp9-16, 姫路獨協大学大
学院言語教育研究科日本語教育コース. 
小野正樹・ウマロヴァ ムノジャット・ハミドヴァ ナルギザ（2020）「コロナ禍での日本語教育
―ウズベキスタン国立世界言語大学の事例から考える―」『Philology Matters』,Vol. 2020 : 









など、短期の非正規留学生が 177 名（2019 年度）在籍している。 
近年増加しているのは非正規の留学生で、2019 年には、全留学生の 40％を越えている。中でも
目立って多くなっているのは、現在、16 か国 43 の協定大学からの交換留学生である。 
2. 和歌山大学の日本語教育
日本に来る留学生は、1883 年に政府が「留学生 30 万人計画」をスタートさせてから少しずつ増


















































大学際国際教育研究センター, 第 4 号，53-62. 
長友文子（2008）「大学の国際化と「留学生 30 万人計画」『国際教育研究センター年報』和歌山
大学際国際教育研究センター, 第 5 号，67-80. 
長友文子（2013）「地域の学びを通しての「日本事情」の試み」『国際教育研究センター年報』













































関の留学生だけなく、海外協定校の学生など 15 名が参加し、当日は 100 名を超える視聴者が集ま
った。 
海外との交流イベントとしては、「和大生とウズベキスタン学生との Zoom 交流会」「2020 年夏
ウズベキスタン日本語教育セミナー」「観光ガイド向け日本語・日本文化コース－日本からみたウ
















［参考 WEB サイト］ 
「Google Arts & Culture」Google LLC, https://artsandculture.google.com/?hl=ja 
「おはなしのくにクラッシック」NHK for School, https://www.nhk.or.jp/school/kokugo/classic/ 
「JFS B2 教材 日本語で会議」国際交流基金, https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/teach/tsushin/n
ews/201809.html 
「JFS 読解活動集 B1 シリーズ」みんなの教材サイト国際交流基金, https://minnanokyozai.jp/ 
（すべて参照 2021-02-10） 
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ブイ フン ギー リン（ホーチミン市師範大学 日本語学部 副学部長）
ウタリ ノベラ（ビヌス大学 人文学部 日本語学科）
段 帆（鄭州大学 日本語学科 准教授）
イブラギモヴァ マリカ（ウズベキスタン国立世界言語大学 日本語学科 上級教師）
長友 文子（和歌山大学 国際連携部門 教授）
■モデレーター：













































































































































パネル・ディスカッションの様⼦ 1 パネル・ディスカッションの様⼦ 2 本学クパニ副学⻑による閉会挨拶
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大会準備委員 長友 文子 （国際連携部門 教授） 
藤山 一郎 （国際連携部門 准教授） 
松下 恵子 （国際連携部門 特任助教） 
長野 慎一 （留学生支援係職員） 
 事務局 国立大学法人 和歌山大学 研究グローバル化推進機構 
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